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監 査 報 告 第 １ 号 
令 和 ６年 ２月 １６日 

 半 田 市 長 久  世  孝  宏 様 

 半田市議会議長 沢 田   清 様 

半田市監査委員  西 川      承 

半田市監査委員  岩 田   玲 子 

定 例 監 査 結 果 の 報 告 に つ い て 

  地方自治法第１９９条第４項 規定 基   定例監査 行       結果 同条第９項
の規定により報告いたします。 
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第１ 監査の日程及び対象 
令和５年12月25日 水 道 部 （上水道課 ・ 下水道課） 

市立半田病院（管理課 ・ 医事課） 

令和６年 1月 12日 議会事務局 （議事課） 

市民経済部（市民課 ・ 観光課） 

〃   1 月 16日 教育委員会 （板山小学校 ・ 図書館 ・  
博物館（新美南吉記念館）） 

〃   1 月 17日 教育委員会 （成岩小学校 ・ 乙川中学校 ・ 乙川幼稚園） 

第２ 監査の種類 
地方自治法第199条第４項に基づく監査

第３ 監査の期間 
令和５年 12月１日  令和６年２月15日まで 

第４ 監査の評価項目及び実施内容 
今回 監査  半田市監査基準 従  令和５年度 財務 関  事務 執行及 経営 
係 事業  関係法令等 基   適正  効率的 執行          主眼   令和５
年 10 月 31 日現在 調製   資料    補助職員   予備監査 実施  監査当日  
監査委員室及び現地において関係職員からの説明を聴取し、監査を実施した。 
   学校施設等      資料以外 現場確認 行   図書館 博物館      書
籍や収蔵品 管理状況  小 中学校 幼稚園      特別教室 物品等 管理状況 中
心に監査を実施した。 
また、重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況について、すべての課が共通して
行    業務    「支払業務（①消耗品等通常の支払い、②契約業務の支払い（一部、
旅費の支払い）、③補助金等 支払 ）      監査 行   

第５ 監査 意見
財務 関  事務 執行状況等      適正  効率的 執行      認     
ただし、諸書類 押印漏  会計年度任用職員 年次有給休暇等取得日数 計算誤 、備
品 除却漏 等 見受              関係職員に対して指示し、改善を求めた。 
また、主要なテーマとして実施した重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況につい
ては、末尾の「第６ むすび」において、内部統制の構築に係わる、業務フロー図及びリスク・コントロ
ール・マトリクス（RCM）（以下「フロー図等」という。）の作成上 留意点  内部統制 考 方
をまとめている。今回監査の対象となった部署が作成したフロー図等を参考に、さらに充実した内容
 見直          支払伝票作成      他 現行業務全般  当     内部統
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制のしくみを再構築していただきたい。 
なお、各課が作成したフロー図等に対する個別の      定例監査時  伝      当該
報告書  省略   
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市 民 経 済 部 

１ 市民課 
（１）重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
※ 支払業務のうち「①消耗品等通常の支払い」のフロー図等のみ掲載し、他の「②契約業務
の支払い（一部、旅費の支払い）」及び「③補助金等 支払 」のフロー図等については、
報告書 巻末 資料   掲載   る。以下同様。 

① 消耗品等通常の支払い
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（２）意見 要望
              県内    交付率           出張申請  市民課職
員 積極的 働    行  成果  評価     今後については、受付件数 減少 見 
れ、大  交付率 伸     難   思     コンビニ交付など、カードを所有することで得ら
  利便性 向上   取り組んでいただ     交付率 上昇 繋        。 
次にスマート窓口（「書かせない」、「待たない」、「来庁させない」をコンセプトとする窓口）につ
いて、窓口の混雑緩和や待ち時間の減少など、非常に効果的な取組であると考える。ただし、新
たな取組においては、エラーやバグなどのリスクは付き物であるため、いかに早くリスク 発見 改善 
         大          試行錯誤 繰 返     積極的 住民     向
上に取り組んでいただきたい。 
最後      更新手続  電子申請     パスポート申請の選択肢が広がったことは利
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用者にとって良     思  電子申請の導入により、窓口対応の機会が減少することで、業務
量 減少 見込      思     電子申請   新  業務 発生  配置人数を現状
の人数から減らすことは難しいとのことだが、創意工夫により、人員のスリム化について考えていただ
きたい。ただし、   利便性 優先      、電子申請が  利用      となるように努
めていただきたい。 

２ 観光課 
（１）重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
① 消耗品等通常の支払い 
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（２）意見 要望
赤   建物     様々        開催       再度確認できた。指定管理者
制度 導入  効果 数値化  確認     難しいが、一定の効果はあったものと考えている。
また、市内の公共施設の中には、老朽化による建て替えを検討する時期を迎えているものが少なく
ない。観光施設や文化・教育施設を含め、赤レンガを中心とした施設の集約について、観光課とし
て検討していただきたい。 
次に、   山車   について、今回は 1 年延期し、6 年   開催      通常 5 年
毎 開催         前回 山車    経験者    数名の職員が残っていたとしても、
体系的      整理      限  実質的 準備 運営 ､                
    観光課     通常業務 行     大        職員  多大 負担    
山車   開催年度  他課 協力体制 観光課が従来担っていた業務の分散化等、人事上
 見直 が課題          山車まつり終了後  熱 冷 切   内  第 9 回はんだ
山車祭  準備手順 反省点 課題 整理検討  場 早急 設         記録 残 
必要がある。第10回   山車    準備  既 始            山車   準備 
ニュアル、運営マニュアル」の作成を検討していただきたい。 
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最後に、毎年度 会計課 集計 行    支払伝票 対  誤  指摘件数     観
光課は、これまで、ワースト5  常連      令和３年度 指摘件数割合3.79％ 対  令
和４年度は0.59%（全体平均0.85%）と大きく改善することができた。これは、支払伝票のチ
   体制 見直  より、内部統制レベルの向上が実現できた成果である。この点に関して他の
部署におかれては、観光課が作成したフロー図等を参考にしていただきたい。 
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余白
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教 育 委 員 会

１ 図書館 
（１）重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
① 消耗品等通常の支払い 
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（２）意見 要望
はんだ電子図書館について、新型コロナウイルス感染症の影響により、非接触による図書の貸
出の促進やインフラ整備に伴い、電子図書が受け入れやすい環境が整ってきたこともあって、上手く
機能していると感じる。ただし、電子図書については、コンテンツを提供する著者、出版社やその他
書籍関連企業が抱えている課題もあって、紙が電子へと一気に変わる状況にはなく、これら状況の
変化を注視しながら、いつどのような機能を追加するのか判断することが必要になってくると思う。 
   利用実績   児童 生徒   利用 非常 多 状況      児童 生徒 配布
されているタブレット端末から直接、電子図書を借りることができるようになったためである。このように
利便性 向上    電子図書 利用拡大 繋             様々 方策 検討  
市民全体 利用拡大 向 取 組         
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２ 博物館 
（１）重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
① 消耗品等通常の支払い 
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（２）意見 要望
博物館 収蔵品     現状   整理  保管      感    収蔵品 増 続 
          不足      他 博物館でも同様の課題を抱えていると思うので、情報
共有を図りながら、収蔵品整理・処分の基準等の作成について検討していただきたい。 
建物の大規模改修について、現況調査と施設の検討を始めていることが確認できた。現在、博
物館がある場所にそのまま建て替えるという考え方だけでなく、博物館のあり方も含め、幅広い視
点 検討 行         是非とも、持続可能な運営ができる博物館を目指していただきた
い。 
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３ 新美南吉記念館 
（１）重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
① 消耗品等通常の支払い 
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（２）意見 要望
来館者増加に向けた取り組みについて、赤レンガ建物との共通観覧券が効果を出していること
が確認できた。他の自治体では、ふるさと納税の返礼品に､市所有の建物の入館パスポートを無
料 追加    自治体    様々      取組 実施      さらなる来館者数の増
加を目指し、他 公共施設 協力     様々なアイデアを検討していただきたい。 
南吉にゆかりのある矢勝川及   周辺 環境整備      地域住民等    ランティア
活動により行       環境整備に必要な作業の中心となってこられた方の高齢化などにより、
この取組が難しい状況であることが確認できた。南吉はもとより矢勝川やその周辺は、半田の貴重
な財産のひとつであると言える。今後 作業 継続的 行      半田市としてできるサポート
に取り組んでいただきたい。 
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４ 小・中学校、保育園 
（１）事業の実施状況 

【板山小学校】 
学校の組織としては、板山小学校と情緒障がい児のための児童福祉施設である板山小学
校ならわ学園分校がある 授業 別々 実施       修学旅行 運動会やよもぎまつり
  大  行事 一緒 行        愛知県立半田特別支援学校の小学部の子どもた
   交流  取 組     これらは、子どもたちにとって貴重な経験の機会となっている。 
また、板山小学校は、「ユネスコスクール」の加盟承認を受け、地域人材の発掘や地域教材
 開発 通  児童 主体的 学習 推進 取 組     令和５年度  地域 学  
地域や地域の自然に誇りをもつ板山っ子の育成」を活動テーマ    地域 方 協力 得 
中、米作り、メダカの学習や竹炭作りを実施している。 

【成岩小学校】 
子     夢 持  自  力 未来 切 拓    児童 育成         教育 
軸に教育活動を展開している。６クラスある特別支援学級では、ひとりひとりの特色に合わせた
教育に取 組     充実  教育 行             150 年 歴史    地域
の皆さんから愛されている。 
一方 学校選択制 廃止 伴 児童数 減少  学校敷地内  公民館 設置 伴 学
校関係者以外 利用者 車 侵入などに対する子どもたちの安全対策が、今後の課題と感じ
ている。 

【乙川中学校】 
令和３年８月 新  校舎 建築 始   令和５年１月  利用 開始   建築  
     地域 方 意見   取 入     内装 多  木材 使      窓 通常
より大きなものが使われていることで 明   親   感  気持  良 学校     
特色  教育活動          “教     依存  指導”  “生徒 自立 支  
指導“へと転換していくために、協同学習を柱とした授業づくりに取り組んでいる。 
また、生徒の発案により 第９回   山車    ＰＲ動画 作成  取 組     

【乙川幼稚園】 
地域の小・中学校、保育園 老人会  交流 計画的 行  地域 親   持    
 取組 行        特別支援通級学級   組 設  亀崎幼稚園   園児 受 
いれ、少人数体制のもと、体を使って遊ぶことで心身の発達を促し、また、集団生活を通すこと
で、互いに思いやりのある人間関係を育てる   取 組  行    。 
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（２）重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
小 中学校 幼稚園    図等  巻末 資料 掲載   る。 

（３）意見 要望
生産年齢人口 減少      化 進展   社会情勢の変化に伴い、学校教育において
も様々な変化に積極的に向き合うことのできる子どもたちを育成することが求められている。 
     中 小学校 中学校         変化 見      具体的   各教科等
における ICT の活用、プログラミング教育や外国語教育などが挙げられる。 
            異   多様化         対   子     中   内容 理
解するために時間を必要としたり、次から次へと様々な情報が提供されることで、授業の内容を整
理        授業      なくなったりすることで 苦手意識   子      思  
子どもたちが大人になった頃には、新たなカリキュラムとして導入された内容が、当たり前のように
使われている世の中になっていることは想像に難くないことである。 
得意 子   才能 伸      教育上   大切        小､中学生 段階   
  以上  苦手 感  子   作         重要 考            苦手意識 
覚    益々         避        苦手意識    増大   子     苦手
意識 感  前  十分 時間 手間    支援 行       底上  図    特 必
要であると考える。 
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議 会 事 務 局 

１ 議事課 
（１）重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
① 消耗品等通常の支払い 
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（２）意見 要望
議会会議用タブレット端末の導入について、紙の資料 比べ、情報       化 資料検
索   点    利便性 向上    状況   良 取 組     感   一方、情報の
管理     、従来以上 意識  必要    言   情報によっては、その取扱や公表時
期などに注意を要する情報もあると思うが 個人毎 重要度 認識 異  場合         
情報の取扱 個人差 出     個々 情報毎   重要度     設定        応
じた情報の取扱い方を明確に定めたルールを設定するなど、対応策を検討していただきたい。 
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水 道 部 

１ 上水道課 
（１）事業の概要 

令和５年９月末現在    事業状況は、給水人口 116,688 人 給水戸数 55,895 戸
    前年同期 比 給水人口 415 人（0.35%） 減少 給水戸数 20 戸
（0.04％） 増加       令和５年４月  ９月   総給水量 6,485,091  で、
前年同期 比 146,176  （2.20%）減少した。また、給水収益（税抜）は 856,771千
円  前年同期 比 16,772 千円（1.92%）減少している。 
令和５年度上半期 事業状況  工場等 営業用 使用水量 増加傾向       
家庭  使用水量 減少          給水量 給水収益   減少   給水量 新型
       感染症 影響 令和２年度 増加  以降 減少 続   る  令和５年度
上半期  令和元年度上半期 下回  新型       感染症 影響 無          
給水人口の減少や節水型機器の普及など、様々な要因により減少している。 

（２）重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
① 消耗品等通常の支払い 
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（３）意見 要望
上水道課に限った話ではないが、入札に基づく契約であっても、入札の本来の目的である、①
幅広 参入機会 確保 ②競争原理 基  契約金額 適正化が、狙い通り出来ていないと思
われる案件がある。入札の必要性を再検討       例  ､長期契約   経費削減手法
も考慮していただきたい。 
次に、水道             実証実験 行    検討    段階      確認
              自体 高額    現行 料金設定  採算 取         
  切 替            十分理解     他市町村 事例 料金設定   参考 
しながら、検討を続けていただきたい。
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２ 下水道課 
（１）事業の概要 
ア 汚水事業 
令和５年９月末現在    汚水事業 状況  処理区域面積 1,868.4ha  整備率

96.1％、接続世帯数は 45,942 世帯 接続率 88.3％    前年同期 比 接続率 
0.5     増加   令和５年４月  ９月   処理水量 5,870,998      前年
同期に比べ 231,633  （3.80％）減少している。これは不明水量 前年度期 比 
204,769  減少したことによるものである    処理水量  不明水量 除  有収水量 
処理水量 対比  有収率 84.9％    前年同期 比 2.8 ポイント増加している。 

イ 雨水事業 
排水   場 排水機場 日常点検及 年次点検 実施  異常個所 早期発見 修繕

に努めており、出水期における排水ポンプの運転に支障のない環境を維持した。また、浸水対策
事業    雨水管渠 新設工事 排水   場 設備等 更新工事を実施している。 

（２）重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
① 消耗品等通常の支払い 
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（３）意見 要望
下水道課 限  話      毎年度 同一内容 業務について、入札で業者を決定する
場合、前年度 同 業者 落札している場合がある。業者に対して、平等に競争機会を与える意
味 入札 行        自体  何 問題  が、入札 関   以前   厳  目 見
   時代         理解         
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市立半田病院

１ 管理課 医事課
（１）事業の概要 
ア 業務の状況について 
市立半田病院  救急      高度医療  地域 医療機関等  役割分担 連携 

中心的 役割 果       効率的 健全 経営 継続     安定  医療 提供 
努めている。 
   新病院 建設      知多半島医療圏    中核病院    役割 継続的 

担  最新医療機器 導入     急性期医療 提供    高度化       新 な
感染症  対応  安全 安心   病院      令和７年４月 開院 目指  計画的
 事業 進          常滑市民病院  地方独立行政法人化   経営統合 向
け、統合準備室を中心に、関係機関との調整にも取り組んでいる。 

イ 患者数について 
入院患者      新型       感染症 ５月 ５類 移行       影響 若

干残ったことから、延べ患者数は64,692人  前年同期 比 3,222人（4.74%）減少し
  一方 外来患者      同感染症   受診控 等  徐々 回復       延べ
患者数は 102,080人  前年同期 比 498人（0.49%）増加した。 

ウ 経営状況について 
事業収益は7,514,770千円 前年同期 比 124,944千円（1.69％）増加している。

   主  入院患者一人当   診療単価 増加             次  事業費用
は7,774,360千円  前年同期 比652,938千円（9.17%）増加している。これは主に、
新病院建設 伴 控除対象外消費税 増加       加   高額 治療薬 診療材料
 使用 増加     伴 材料費 前年同期 比 207,072 千円（11.35%）増加した
ことによるものである。 
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（２）重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
① 消耗品等通常の支払い 
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（３）意見 要望
 管理課 
新病院     独立行政法人化後 目標 示   中期目標  作成 始     順
調に令和７年４月の開院に向けた準備が進められている。また、病院の建設自体も計画通り
に進んでおり、遅滞なく事業が進められていることは高く評価できる。 
    常滑市民病院との経営統合では、病院機能 役割分担 職員 処遇 医療関係
システムの取扱などについては、調整が進んでいる部分もあるとは思うが、引き続き、  良 医
療 提供       両病院      議論 重  緊張感をもって取り組んでいただきたい。 
また、病院建設が大きな事業のため、事業に従事する業者は多岐にわたり、非常に大きな組
織となっている。大きな組織が故、業者間の情報共有が漏   機能         気  
る部分である。今後も、現場でのチェックや業者等に対して必要な指摘や情報共有に関しては、
適宜行  安全第一で工事が続けられるように、しっかりと取り組んでいただきたい。 
新病院 完成  際  病院建設 設立 携       人 誇りを持てる事業になる事
を目指していただきたい。 

【医事課】 
診療報酬 請求 係 委託     半田病院 規模  対応   業者 限       
業者側から積極的な提案があり、収益上プラスとなっていることが確認できた。現状、問題なく委
託業務 行     感    契約 競争相手 少      緊張感 薄         
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 想定    十分 意識         
次に、新病院  医事業務     現行 病院  設備面  大  変     医事業
務の体制も大きく変わることが予想される。新病院開院後に支障が出ないよう、契約のスケジュ
  管理等 準備 進 ていただきたい。 
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第６ むすび 

今回 定例監査  令和５年９月 12 日  令和５年 11 月 27 日 実施  定例
監査（前半） 同様  令和5年度 財務 関  事務 執行  経営 係 事業 管
理 関  予算執行 工事 執行等 関係法令等 基   適切  効率的 行   
いるかといった通常の監査に加え、監査の場が、単に一方的な質問の場ではなく、個別の事
業      当    事業   良 方向 導    必要 意見交換 議論 場   
ようにとの思いで実施した。 
また、平成 28 年度  実施    内部統制 関    全  課等 業務   係 
っている「支払業務」を題材にし、フロー図等を通して、各課等の対応状況や内部統制の認
知度 確認   
その結果 今回 定例監査 対象   部署     事務 執行状況        
かりと取り組まれているといった印象である。 
    改善 余地            内容  個別 評価 行        内
容を確認し、今後の業務に活かしていただきたい。 
なお、今回の監査を通して、全体的 意見 要望 以下 通   り、監査の対象となっ
 部署 対  意見 要望     全  部署 業務 対     捉  各部署 業務
に活かしていただきたい。 

はじめに、内部統制について、既に実施  定例監査（前半） 結果 踏   内部統
制 行 上 必要 業務   図等作成      事前 伝         充実  内
容とするため、「内部統制に係るフロー図等作成における考え方」と題した説明会を、今回の
定例監査 対象部署 対象 実施   
  結果 定例監査（前半）    図等 完成度 60 70％の出来であったのに対
  全体的    図等 盛 込   内容 意識  作成      今回 80 90％
の出来であった。また、独自のチェックシートを作成しリスクに備える取組は、他の参考となる良
い例である。 
なお、今回の定例監査では、さらに充実した内容とするため、改めて、フロー図等作成に必
要          次 点          行     ※別紙「内部統制の考え方」 
① リスクの抽出   
想定されるリスクを事前に可能な限り洗い出し、リスクの発生に備える 

② 内部統制（チェック）  
    発見（早 段階     発見  修正  ）

③ 外部統制（内部監査）   
第三者       発見
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 ※ ②③の取組によりリスクの顕在化を抑制する 
④ 内部統制の整備・運用の強化   
リスクが発生した要因を整備・運用面で確認する 
※  整備      適正     運用     通  実施       

   図 一度作  終        内部統制 考 方  他部署 良 点 実際 
業務 内容 取 入     常 最良 内容 目指   見直  取 組         

次  備品 物品（以下 備品等     ） 管理    申         
備品等 管理     今回 定例監査   特  小 中学校 特別教室（家庭
科 調理室 音楽室       室及     準備室） 状況 確認 た。 
  中  備品台帳 整備状況 関    台帳 現物 突合      適切 管理 
きていることを確認した。 
一方 備品等 管理     次 点 留意  対応         
ひとつ目は、備品等の除却についてである。 
備品等 除却           場合  使用不能   老朽化    理由 行  
ている。このような場合、代わりの備品の購入や使用できない備品を保管しておいても場所を
     概  適切 除却 手続  執      
一方、古くなった備品等の中には、「壊れていない」、「まだ使える、使うかもしれない」、「修
理     使      理由   除却   倉庫   保管   中   長期間使用
            被  状態 備品等 見受        楽器      適切 
         行      良   多  場合 使     状態 保管      
古い楽器になると、本来の音色を出すことができない状態の楽器も少なくないと思われる。 
音楽において、本来の音色を聴くことは重要な学習のひとつである。 
また、使われない備品等を保管するためのスペースが必要となり、結果、必要な保管場所
 不足  場合 考     
    状況   備品等 管理 適切 行    必要    特  除却 関    
先 記述    理由     判断 苦慮   場合    
備品等 除却 判断    備品等 管理    者 委          多   
  者 異動等    除却 機会 失  結果 使    備品等  長期間 除却 
   保管            管理    個人 除却 任        誰    備
品等の除却に関   躊躇       適切 判断      作りを検討していただきたい。 

次は、備品等 管理ルールについてである。 
半田市 財務規則  ２万円以上 物品 備品   管理     定      備
品   管理   金額相当 物品 一部 備品台帳 掲載      物品 確認  
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た。その要因としては、その物品が寄附により取得した物品や以前締結したパソコン等のリー
 契約 期間 終了                   等     無償 提供 受  
物品など、公費で取得していない場合が考えられる。 
しかし、これらの物品も日常の業務で使用している限り、備品等と同様 管理 必要  
る。 
一方    資産      賃借            備品台帳   管理対象外  
っている。しかしながら、リース資産であっても、3 年 5 年   長期 契約 主体     
  解約  場合  多額 違約金 発生     実質的 解約不能となっている。つま
り、所有権は移転していなくても、実質的には分割で購入したものと同様の経済的効果であ
る（上場企業では、リース資産という名称ではあるが、自己の資産として貸借対照表に計上
することが義務づけられている）。 
例  、教室にある10万円するサーバーであっても、それが、リース契約であったならば、台
帳 具備       定期的 棚卸等 備品管理            
   特      等      適切 管理 れていないことでその紛失に気付かなかっ
たり、備品登録されていないことから、処分に際して、個人情報の消去が適切に執られずに引
 取               保存     個人情報等 漏洩 繋     考   
る。 
適切 管理        様     避             保有する備品等の管
理対象  半田市 財務規則 定  範囲      拡     検討        
（特に､リース資産）。 

次に、個人情報に関して申しあげておきたい。 
個人情報 取扱      大  枠組      共通 認識 基 取 扱     
ものの業務内容や小学校など施設によっては、個別に判断すべき個人情報もあると思う。し
   組織   共通  基準 設        個人 判断    異   対応 執 
れているように感じた。また、個人情報の保管に関しては、どこにどのような個人情報が保存さ
れているか完全には把握        例   個人情報      紛失       す
ぐに気づくことができない状態にあると感じた。 
個人情報 関     存      漏洩  場合     影響 高    対応 多 
 時間 労力 割      場合    
個人情報の取扱は、関係者が取扱の基準を共有し、保管については、個人情報の種類
や保管場所を明確にし、その状況がいつでも確認できるような状態にしていただきたい。 

監査の結果は、以上のとおりである。  
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別紙 「内部統制の考え方」 
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資料 重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 

  支払業務のうち次の業務に関するフロー図等 
  ② 契約業務の支払い（一部、旅費の支払い） 
  ③ 補助金等の支払い 
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市 民 経 済 部

１ 市民課 
(1) 重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
② 契約業務の支払い 
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③ 補助金等 支払 
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２ 観光課 
(1) 重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
② 契約業務の支払い 
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③ 補助金等の支払い 
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教 育 部 

１ 図書館 
(1) 重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
② 契約業務の支払い 

③ 補助金等の支払い 
該当なし 

37



２ 博物課 
(1) 重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
② 契約業務の支払い 
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③ 補助金等の支払い 
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○ 独自のチェックシート
余白
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３ 新美南吉記念館 
(1) 重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
② 契約業務の支払い 
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③ 補助金等 支払 
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○ 独自のチェックシート 

余白
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４ 小・中学校、幼稚園 
【板山小学校】 
(1) 重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
① 消耗品等通常の支払い 
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【成岩小学校】 
(1) 重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
① 消耗品等通常の支払い 
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○ 独自のチェックシート 
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【乙川中学校】 
(1) 重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
① 消耗品等通常の支払い 
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【乙川幼稚園】 
(1) 重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
① 消耗品等通常の支払い ② 旅費の支払い 
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議 会 事 務 局 

１ 議事課 
(1) 重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
② 契約業務の支払い 

③ 補助金等の支払い 
該当なし 
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水 道 部

１ 上水道課 
(1) 重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
② 契約業務の支払い 

③ 補助金等の支払い 
該当なし 
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２ 下水道課 
(1) 重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
② 契約業務の支払い 

③ 補助金等の支払い 
該当なし 
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市立半田病院 

１ 管理課・医事課 
(1) 重要リスクに対する内部統制の整備状況及び運用状況 
② 契約業務の支払い 

③ 補助金等の支払い 
該当なし 
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